
安全への提言

比較的最近,t原子力施設における 2件 の火災の調査

に携わる機会があった。いずれもマスメディアに大き

く取 り上げられた火災である。それ らは,2001年 10

月の核燃料開発サイクル機構 「常陽」のメンテナンス

棟におけるナ トリウムにかかわる火災および 2002年

2月 の東北電力 (株)女川原子力発電所におけるスプレ

ー缶の廃棄にかかわる火災である.こ れら2件 の火災

に共通の事象が見 られたので,そ の機序の概要を紹介

し,よ り安全を高めるため,以 下に述べるような状況

の回避を喚起 したい。

前者は,ナ トリウムが流通する配管系の弁の清掃の

ため水およびアルコールを湿潤させたセルロース繊維

タオルを使ってふき取 り作業を行い,使 用済みタオル

をゴミ箱に捨て置いていたとタオルにはナ トリウムが

付着する可能性があり,ナ トリウムが付着 したかどう

かを目視によって確認 し,で きるだけナ トリウムを取

り除いて捨てることとなっていた.そ して,ゴ ミ箱に

捨てられた使用済みタオルは 1週 間分をまとめて廃棄

処理されていた.こ のような作業が恒常的に何年 もの

間続けられていた。しかし,今 度,そ のゴミ箱から発

火したと見られている。この火災の原因を確定するこ

とは,作 業内容 に多 くの不確定性が含 まれているの

で,不 可能である。しかし,タ オルに付着 したナ トリ

ウムの断片を見落 とし,そ のままゴミ箱へ捨てられる

可能性はありうることである。また,タ オルの水分湿

潤の度合いに応じて見落 とされたナ トリウム断片が水

と反応して発熱発火する条件が整 う可能性 もまたあり

うることである.つ まり,こ のような作業 を繰 り返

し,何 年 もの間続けていれば,必 ずいつかは,い つも

と変わらぬ作業であつたはずでも,多 少の違いが原因

して発災することになる。この一連の作業の中で,最

も重大な不安全行為は,万 が一発火する可能性のある

使用済みタオルを 1週 間ゴミ箱に入れたまま放置する

ことが行われていたことである。

後者の火災はつぎのような状況の下で発生 した。放

射線管理区域内の廃棄物を不用意には区域外へ持ち出

せないことから,定 期補修時に管理区域内で使用した
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浸透液,洗 浄液などの使用済みスプレー缶を管理区域

内で廃棄処置するに際して,残 液をすべて噴出させる

必要があった。このため,約 100Lの ポリエチレン製

の袋に布製ウエスおよびセルロース繊維タオルをあら

かじめ入れておき,そ の中ヘスプレー缶の残液を噴射

させ,ウ エスおよびタオルに染み込 ませていた.そ の

作業中に突然作業員 2名 が火に包 まれ,火 傷 を負った

ものである.周 囲の着火源管理 はす応行われていた

が,着 衣,履 き物,接 地などの静電気対策は必ずしも

十分なものではなかった。請負業者は30年 間,他 の

原子力発電所においても同様の作業 を実施 してきた

が,そ れまでに発災の経験はなかったという。これら

のスプレー缶には力口圧ガスとして LPガ スが使われて

いた.し たがって,こ の作業ではポリエチレン製袋の

周辺に LPガ スによる可燃性混合気体の形成は免れな

いことである。一方,着 火源管理に関して,完 壁を期

することはできないのがふつうであり,こ の場合は静

電気対策が不十分であつた。このような状況下では,

発災の経験がなかったとしても,こ のたび種々の悪条

件が重なり,着 火が起 こったと考えることができる。

この作業における最悪の不安全行為は相当大きな規模

の可燃性混合気体を形成させたことにある.か りに可

燃性混合気体の形成が避けられない作業であるとした

ならば,そ の混合気体に着火した としても,被 害が無

視できるほどに軽微なもので済む程度 まで混合気体の

形成の局限化を厳格に図られなければならないのであ

る。

以上 2件 の火災の出火原因に関して,共 通の事象を

つぎのようにまとめることができる. 1回 の作業では

発災の可能性がきわめて低い場合でも,同 じ作業を繰

り返し実施 し,何 年にもわた り回数を重ねれば,い つ

かは必ず発災するということである。すなわち,万 が

一にも発災の危険がある作業は繰 り返 し実施 されるベ

きではないのである.原 子力産業や PCB処 理のよう

にきわめて危険性の高い物質が取 り扱われている場合

にはなおのことである。

零災害を目指す化学産業においては,以 上のような

視点から,改 めて現場を見直して欲 しいと思う。多 く

の改善箇所が見出されるはずである。

原子力施設における必然の火災 2件
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